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診療報酬明細書等の記載要領等の一部改正について 

 

 制限回数を超えた診療（７項目）について特定療養費制度の対象とする

見直しが行われ、１０月１日から適用されたこと等に伴い、今般、厚生労

働省保険局医療課長から、平成１７年１０月２６日付け保医発第 1026001

号として「「診療報酬請求書等の記載要領等について」の一部改正につい

て」が発出されましたので、ご連絡申し上げます。 

今回の改正内容の主なものは下記のとおりでありますので、貴会会員に

周知方よろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

（１）高度先進医療や先進医療を実施した場合は、「特記事項」欄に各々

「高度」、「先進」と記載するとともに、その医療の名称と徴収した費

用の額をレセプトの「摘要」欄の最上部に記載する。 

（２）制限回数を超えて行う診療を実施した場合は、「特記事項」欄に「制

超」と記載するとともに、その診療の名称、徴収した特別の料金、回

数をレセプトの「摘要」欄に記載する。 

 ① 検査（腫瘍マーカー（α－フェトプロテイン、α－フェトプロテ

イン精密測定、ＣＥＡ（癌胎児性抗原精密測定））） 

 → 「摘要」欄に「検選」と記載し、診療の名称、徴収した特別の

料金、回数を他の検査と区別して記載する 

  例）（検選） 

ＡＦＰ   ４００円×１ 

  ② リハビリテーション（理学療法、作業療法、言語聴覚療法（いず



れも個別療法）） 

 → 「摘要」欄に「リハ選」と記載し、診療の名称、徴収した特別

の料金、回数を他のリハビリテーションと区別して記載する 

  例）（リハ選） 

理学療法（Ⅰ）（個別療法） ２，５００円×１ 

③ 精神科専門療法（精神科デイ・ケア、精神科ナイト・ケア、精神

科デイ・ナイト・ケア） 

 → 「摘要」欄に「精選」と記載し、診療の名称、徴収した特別の

料金、回数を他の精神科専門療法と区別して記載する 

  例）（精選） 

精神科デイ・ケア（小規模） ５，５００円×１ 

 

 

（添付資料） 

１．「診療報酬請求書等の記載要領等について」の一部改正について 

（平成１７年１０月２６日付け保医発第 1026001 号（厚生労働省保険局医

療課長）） 

 
















